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 ・ 10倍希釈漂白剤相当のスプレー洗浄剤やワイプ 
 ・ 低～中レベルの消毒殺菌剤を用いたワイプや液体殺菌剤 
 ・ 3% 過酸化水素 
 ・ エタノール 
 ・ 液化石油ガス （硫黄化合物除去済み） 
 ・ 第四級アンモニウム化合物 
 ・ ベンジル-C12-18-アルキジメチル 
 ・ サッカリン塩 / 1,2-ベンゾイソチアゾール-3(2H)-オン 1,1-ジオキシド 
 ・ 蒸留水 
 ・ 変性アルコール 
 ・ 10倍希釈の漂白剤または消毒用ワイプ 
 スキャナの前後カバーを洗浄する際は、洗浄剤が内部に流入することのないよう、マ
イクのある部分を保護してください。 
 ボタンやガントリの開口部を洗浄する際は、洗浄剤が内部に流入することのないよ
う、注意してください。 
 血液や造影剤は衛生上のリスクとなります。血液や残存している造影剤を除去する際
は、衛生面および安全面に十分配慮してください。 
②  消毒剤は装置内部に浸透する可能性があるため、噴霧式消毒用品の使用は推奨されませ
ん。室内を噴霧式の装置で消毒する場合は装置の電源を遮断し、温度を下げた後、ビニー
ルシートなどで装置を覆ってください。消毒剤の噴霧が弱まった後、ビニールシートを除
去して、全体を拭き取ってください。 
③ 可燃性、爆発のおそれのある消毒スプレーは、気化による発火、およびそれによる致命的
もしくは深刻な人身事故、または装置の故障を招くおそれがあるため、使用しないでくだ
さい。 
④ 紫外線空気清浄機は検査室の消毒、殺菌に使用することができます。 
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⑤ 紫外線殺菌灯による消毒、殺菌は、感染症の交差感染を防ぐため、数分程度使用すること
ができます （殺菌灯を遠隔操作できる場合において）。 
 紫外線殺菌灯を使用する際は、人身事故を避けるため、室内に誰も居ないことを確認
してください。 
 装置へのダメージを避けるため、紫外線殺菌灯を直接装置へ向けて照射しないでくだ
さい。 
 
一般撮影、乳房撮影装置の洗浄・消毒について 
 
装置および検査室の洗浄・消毒について 
一般撮影装置、乳房撮影装置には多くの可動部分があります。電気的警告ラベルに加え
て、指詰に対する警告ラベルもご確認の上、安全に注意して洗浄・消毒作業を行ってくだ
さい。また、装置および検査室の洗浄・消毒方法は、適用される国のすべての法律または
規制に準拠する必要があります。 
洗浄手順 
1. エナメルを塗った部品とアルミニウムの表面は、湿らせた布と中性洗剤できれい
に拭き取った後、乾いた柔らかい布で拭き取ります。洗剤等の液体をシステムに
直接かけたり、吹き付けたりしないでください。腐食性の洗浄剤、溶剤、研磨洗
剤、研磨剤は絶対にご使用にならないでください。洗剤の性質が不明な場合に
は、ご使用にならないでください。 
2. クロームパーツは、乾いた柔らかい布で拭き取ることで洗浄できます。研磨剤は
ご使用にならないでください。仕上げを維持するには、非研磨ワックスをご使用
ください。プラスチックの表面は石鹸と水でのみ洗浄してください。他の洗浄剤
を使用する場合（アルコール含有量が高い場合など）、素材はくすんだり、ひび
割れたりすることがあります。 
3. 標準のガラスクリーニング洗浄剤を使用してタッチスクリーンを洗浄できます
（アンモニアを含む製品を除く）。ガラス洗浄剤を布またはタオルにスプレーし
て、タッチスクリーンを洗浄します。汚れや指紋は、密閉された AccuTouch また
は IntelliTouch タッチスクリーンに影響しません。タッチスクリーンの誤動作
を防ぐために、洗浄後すぐに液滴を拭き取ってください。 
消毒手順 
汚染部分については消毒の前に適切な洗浄を行ってください。殺菌剤のラベルの指示に従
い溶液の濃度と使用時間を目的の用途に適切なレベルに保つ必要があります。 
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1. 使用する消毒方法は、消毒および爆発防止に関する法的規制およびガイドライン
に準拠している必要があります。アクセサリや接続ケーブルを含む、そのような
消毒をすることが可能な機器の部品は、適切な薬剤で湿らせた布で消毒できま
す。殺菌剤などの液体をシステムに直接かけたり、吹き付けたりしないでくださ
い。 
2. 腐食性または溶剤ベースの消毒剤はご使用にならないでください。また、消毒剤
や殺菌剤の特性が不明な場合もご使用にならないでください。 
3. 可燃性または爆発の可能性がある消毒剤スプレーを場合の方法については血管造
影装置の「消毒について」の 3項、4項と同じ手順になりますので、そちらを参考
にしてください。 
乳房撮影装置における圧迫パドルの消毒について 
 当社乳房撮影装置の乳房圧迫パドルはポリカーボネート製となっており、70%エタノー
ルを使用した消毒が可能となっています。素材のくすみやひび割れを防ぐためエタノール
による消毒後は湿らせた柔らかい布で拭き取った後、乾いた柔らかい布で拭き取ります。 
 
おわりに 
 各装置ごとに洗浄・消毒の手順には若干の違いがありますが、装置の保護、安全性ならびに
操作性を確保しながら感染予防に努めていくという考え方は、一貫して同じになります。ま
た、装置によっては、飛沫・空気感染を予防するために装置に備わっている喚起設備を利用で
きることも重要な感染予防措置になります。 
 最後に、COVID-19に関するフィリップス・ジャパンの対応についてこのたびの新型コロナ
ウイルス感染症拡大により罹患された患者様とご家族の皆様に心よりお見舞い申し上げますと
ともに、一日も早いご快復をお祈りいたします。また患者様の治療にあたっていらっしゃるす
べての医療関係者の皆様に敬意と感謝の念をお伝えします。フィリップス・ジャパンでは、お
客様のニーズを満たすこと、当社従業員の健康と安全を守ること、そして事業の継続性を確保
することを定め、できる限りのリソースを駆使しながら社員一丸となって新型コロナウイルス
感染症拡大防止に向けての取り組みを継続し、必要とされる医療機器、ソリューションの迅速
な供給に努めてまいります。未だ終息の見えない状況の中、お客様、パートナーの皆様には、
引き続きご迷惑をおかけする事もあるかと思いますが、私たちとともに全力で立ち向かいご協
力いただいていますことに心よりお礼申し上げます。 
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